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　香酸柑橘の一種である「じゃばら」には、抗アレルギー作用や抗炎症作用のあるフラボノイド成分（ナリルチン）
が、ゆずの₆倍以上も含まれています。最近では、花粉症の症状抑制に効果があると、注目が集まっています。
　ほのかな酸味と爽やかな香りが楽しめる「じゃからサイダー」。焼酎やビールと割って楽しめる「じゃからコンク」
は、料理やデザートの調味料としても使えます。内子町内でじゃばら果汁ドリンクを提供する飲食店も増加中。
その他、道の駅内子フレッシュパークからりでは、各種じゃばら商品を販売中です。一度お試しください。

内子町﹁内子町産じゃばら果汁ドリンク﹂（㈱内子フレッシュパークからり）
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四
国
四
県
町
村
会
長
・
事
務
局
長
会
議

が
、「
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
、

各
県
会
長
や
事
務
局
長
が
出
席
し
、
各
県

か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
を
中
心
に
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

清
水
愛
媛
県
会
長

₃　

議
長
選
出　

清
水
愛
媛
県
会
長

四
国
四
県
町
村
会
長･

事
務
局
長
会
議

　
4
／
23
　
本
県
で
開
催

₄　

議　

事

　

⑴　

各
県
提
出
議
題

　
　

①　

平
成
29
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　

前
回
当
番
の
高
知
県
武
内
事
務

局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同
異

議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

　
　

②　

平
成
30
年
度
四
国
四
県
町
村

平成30年度四国四県町村長・議長大会 開催要綱
　

₁．名　　称　　四国四県町村長・議長大会

₂．目　　的　　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会と執
行部の立場を超えて「元気溢れる地域をつくる」との
強い信念のもと、町村の抱える重要課題について研
修・意見交換・審議し、その実現のためお互いに連携
を密にしながら、総力を結集して行動し、多様で個性
豊かな町村自治の振興と住民福祉の向上を期する。

₃．主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会

₄．日　　程　　平成30年₉月26日（水）
　　　　　　　　⑴　大　会　　13時30分～15時00分
　　　　　　　　⑵　記念講演　15時15分～17時10分
　　　　　　　　　　　演　題　未　定　
　　　　　　　　　　　講　師　①株式会社メディアドゥ
	 代表取締役社長　藤田　恭嗣　氏
　　　　　　　　　　　　　　　②株式会社ときわ
	 　代表取締役社長　高畑富士子　氏
　　　　　　　　⑶　意見交換会		　17時30分～19時30分

₅．開催場所　　徳島グランヴィリオホテル　　
　　　　　　　　　徳島市万代町₃丁目5-1　Tel	088－624－1104
　　　　　　　　　　◦大　　　会：₁階「グランヴィリオホール」
　　　　　　　　　　◦意見交換会：₁階「グランヴィリオホール」

₆．出 席 者　　四国四県町村長　全員
　　　　　　　　四国四県町村議会議長　全員

₇．大会次第　　⑴　開　　会
　　　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　　⑶　あいさつ
　　　　　　　　⑷　宣　　言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞　　徳島県知事、徳島県議会議長、
　　　　　　　　　　　　　　　　全国町村会長、
　　　　　　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　　　⑹　議長選出
　　　　　　　　⑺　議　　事　　各県提出議題審議
　　　　　　　　⑻　決議・緊急決議
　　　　　　　　⑼　共同アピール
　　　　　　　　⑽　実行運動方法協議
　　　　　　　　⑾　閉　　会

₈．意見交換会　⑴　開　　会
　　　　　　　　⑵　あいさつ
　　　　　　　　⑶　乾　　杯
　　　　　　　　⑷　懇　　談
　　　　　　　　⑸　ガンバローコール
　　　　　　　　⑹　閉　　会

長
・
議
長
大
会
開
催
要
綱
（
案
）

に
つ
い
て

　
　

③　

平
成
30
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
予
算
（
案
）
に
つ

い
て

　
　

④　

平
成
30
年
度
四
国
四
県
町
村

長
・
議
長
大
会
開
催
に
伴
う
依
頼

事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　

前
記
②
③
④
い
ず
れ
も
、
当
番

県
で
あ
る
徳
島
県
板
東
事
務
局
長

が
一
括
説
明
し
、
一
同
異
議
な
く

了
承
さ
れ
た
。

　
　
　
　

な
お
、
本
年
度
の
開
催
要
領
は

別
掲
の
と
お
り
で
、
9
月
26
日

（
水
）
徳
島
市
の
「
徳
島
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
リ
オ
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ

る
。

　
　

⑤　

そ
の
他

　
　
　
　

高
知
県
武
内
事
務
局
長
か
ら

「
公
営
選
挙
の
拡
大
に
関
す
る
要

望
の
取
扱
い
」
に
つ
い
て
、
情
報

提
供
が
あ
っ
た
。

　

⑵　

次
期
開
催
県
に
つ
い
て

　
　
　

次
回
は
高
知
県
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

₅　

閉　

会
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　　　　　　愛媛県町村会事務分担表　	
　〔平成30年 4 月１日 現在〕

職　　　　名 氏　　　名 事　　　　務　　　　分　　　　担

事　務　局　長 渡　部　明　忠 総括、議長会常務理事、振興協会常務理事、総合事務組合事務局長

次　　　　　長
柏　原　　　準 議長会事務局長

向　井　政　明 事務局長補佐、総合事務組合次長

総務課 課　　長
（兼　務） 向　井　政　明 ◦町村会、議長会運営関係（会計除く）、職員人事管理関係（町村会・議長

会）に関すること。
◦総合協議会（水道協会、清掃、山村振興、水産業、下水道、ダム・発
電関係）、過疎自立促進、人権協会、監査協関係に関すること。（会計
を除く）
◦各種研修会、要望陳情、町会報えひめ発刊、物資斡旋、軽自動車税申
告書の取扱、ホームページ管理に関すること。
◦全国町村会共済事業、生活協同組合事業、（一財）全国自治協会共済受
託事業（公有・生協　自動車事故処理関係含む）に関すること。
◦町議会議員互助事業、議員補償制度に関すること。
◦他の課に属さないものに関すること。

主　　事 丹　下　浩　明

書　　記 真　鍋　侑　里

書　　記 大　宗　麻里菜

専 門 員 久　保　真　澄

派遣職員 正　　　さおり

会計課
	

課長・会計管理者
振興協会出納役 田　窪　浩　司 ◦会計全般、給料関係に関すること。

◦市町村職員共済組合・互助会に関すること。
専 門 員 重　松　美智子

事業課
	
	
	

課　　長 清　川　　　敦
◦総合事務組合（退職手当・消防補償・交通災害・自治会館・議員公務
災害の庶務）、振興協会の業務等に関すること。（会計を除く）
◦文書発送会計に関すること。

課長補佐 中　井　貴　志

係　　長 原　田　祐　子

主　　事 新　岡　拓　也

お知らせお知らせ

コピー機

市　町　振　興　課　配　席　図

入　口  入　口 入　口

係長 担当係長

岡田 杉山
912-2214

（3175）

（3179）（3180） 係長 主事 主任 主任

係長 主任 直946-0179

主任 主事
永井 原 渡邊

山本

米田

津吉

松本 京極
（3186）

（3187）

（3188） （3174）

（3168）

（3169）

（3194）

（3182）（3181） 主事 主事 主事

主事

主任
山住

臨時

河井

大道 宮本

保木

吉田
（3192） （3170）

（3178）

（3184） 主任

主事

主任
東

菅

高岡
（3177）

主任

濵本

（3185）

係長 主事

上田 和田

（3172）（3173）

主事

加藤

（3190）

カラー
プリンター

臨時

西岡 （3176）

（2891）
（3191）

FAX 912-2209

課　長
井　上

（3167）
（税政係）

912-2216
（連携推進係）

千　葉
912-2212

係長（行政係）

廣瀬

主　幹

（3165）

選挙管理
委員会

（財政係）
912-2213 主　幹

伊賀上
（3166） 912-2211

（選挙係）

TEL 912-2210

閲覧場所
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「柑橘を使ったソフトクリームと
  ジャム＆マーマレード」

伊方町

鬼北町

愛
南
町

松
野
町

各
町
の
特
産
品
！

　
こ
れ
ま
で
に
発
行
し
て
い
る
会
報
の
表
紙
の
テ
ー
マ
は
「
各
町
の
特
産
品
」
で
す
。

　
9
町
を
一
回
り
し
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
一
覧
に
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
愛
媛
県
内
の
町
に
は
魅
力
あ
る
特
産
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で

す
ね
。

　
み
な
さ
ん
、
町
を
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
ま
つ
の
ジ
ビ
エ
」

「鬼北熟成雉」

「
愛
南
か
き
」
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「“メイドイン久万高原”の生活雑貨」

「内子町産じゃばら果汁ドリンク」

松
前
町

砥
部
町

久万高原町

内子町

上島町

「
義
農
作
兵
衛
と
義
農
祭
」

「
じ
ね
ん
じ
ょ
の
収
穫
」

「レモンポーク」

はだか麦おやつ
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生
き
様
は
大
切

　

春
の
装
い
は
桜
花
の
命
よ
り
短
く
、
夏

日
や
真
夏
日
が
や
っ
て
来
た
。
日
替
わ
り

で
冬
物
と
夏
物
が
入
り
乱
れ
、
衣
装
ハ
ン

ガ
ー
も
三
つ
巴
で
吊
る
さ
れ
て
い
る
。
実

に
衣
替
え
が
シ
ャ
キ
ッ
と
し
な
い
こ
の
4

月
で
あ
っ
た
。
た
だ
気
象
混
乱
の
な
か
で

も
季
節
の
う
つ
り
変
わ
り
は
、
早
め
早
め

の
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
4
月
は
確
か
明
治
の
代
か
ら
学

業
、事
務
な
ど
「
年
度
」
の
始
ま
り
に
あ
た

る
。
当
該
者
は
年
齢
を
問
わ
ず
、
新
規
の

学
業
に
、
仕
事
に
初
心
を
忘
れ
ず
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。
ま
ず
持
っ
て
新
鮮
な
気
持
ち

を
失
わ
な
い
よ
う
。
こ
れ
か
ら
の
日
々
は
、

以
前
に
ま
し
て
物
静
か
で
は
終
わ
れ
な
い

波
瀾
の
日
が
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
誰
も

そ
れ
か
ら
逃
れ
る
事
は
出
来
な
い
。

　

過
日
、
学
校
生
活
卒
業
に
際
し
、「
皆

勤
賞
」
の
是
非
が
世
間
で
取
り
沙
汰
さ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。『
長
年
の
努
力
の
証

し
で
あ
り
素
晴
ら
し
い
。』、『
病
気
を
無

理
し
て
登
校
し
な
く
て
も
、
例
え
ば
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ら
他
人
に
う
つ
す
こ
と
に

な
る
。
休
む
こ
と
も
大
事
。』
な
ど
至
極

ご
も
っ
と
も
な
意
見
と
一
概
に
言
い
切
れ

な
い
と
こ
ろ
が
現
代
の
人
間
社
会
で
あ
る
。

生
ま
れ
つ
き
病
弱
子
、
元
気
な
子
、
不
真

面
目
な
子
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
定
め
の
上
に

あ
る
…
。

　

野
球
人
で「
鉄
人
」と
呼
ば
れ
た
衣
笠
祥

雄
氏
が
、
4
月
23
日
亡
く
な
ら
れ
た
（
合

掌
）。同
氏
が
鉄
人
と
称
さ
れ
た
と
こ
ろ
の

2
2
1
5
試
合
連
続
出
場
は
世
界
記
録
で

あ
り
、
誰
も
が
諸
手
を
挙
げ
て
賞
賛
し
た
。

勿
論
、
連
続
出
場
の
み
で
な
く
、
野
球
に

取
り
組
む
姿
勢
を
は
じ
め
人
柄
な
ど
、
国

民
栄
誉
賞
受
賞
に
相
応
し
い
鉄
人
で
あ
る
。

　

世
界
に
そ
の
名
が
知
れ
渡
り
、
日
本
が

誇
る
建
築
家
‥
安
藤
忠
雄
氏
は
、
脾
臓
・

す
い
臓
・
十
二
指
腸
な
ど
5
つ
の
内
臓
を

癌
で
切
除
し
て
い
る
が
、
い
た
っ
て
健
康

で
、今
年
77
歳
で
あ
る
今
、世
界
中
を
飛
び

回
っ
て
い
る
。1
日
1
万
歩
を
歩
き
、食
事

は
毎
食
40
分
（
夕
食
は
1
時
間
）
賭
け
る
。

『
食
べ
な
が
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
は
ダ
メ
、

食
事
は
一
本
で
、
確
り
食
す
る
。
発
想
は

大
胆
に
。
古
い
物
に
は
オ
ー
ラ
が
あ
り
大

切
に
す
る
こ
と
。
古
い
物
の
中
に
新
し
い

物
を
創
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
働
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
落
ち
込
ん
で
も
治
ら
な
い
の
で
普

通
に
。
仕
事
は
楽
し
く
す
る
。』（
安
藤
忠

雄
氏
の
言
葉
抜
粋
）。

　

鮫
島
純
子
氏
（
渋
沢
栄
一
の
孫
）
は
、95

歳
に
な
る
が
、
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
で

あ
る
。
骨
折
し
て
も
、
詐
欺
に
あ
っ
て
も
、

『
有
難
う
。』
と
感
謝
で
日
々
生
活
と
の
こ

と
。

　

最
高
学
人
も
学
び
の
意
味
が
解
か
ら
ず
、

し
か
も
個
人
の
趣
味
？
で
「
倫
理
」
が
欠

落
者
と
な
っ
て
は
人
間
失
格
で
あ
り
、
哀

れ
な
行
き
様
と
な
る
。

　

4
月
新
ス
タ
ー
ト
す
る
諸
氏
よ
！
、
ま

た
病
気
が
ち
の
人
も
、
高
齢
者
も
、
他
人

の
生
き
様
を
心
し
て
見
ら
れ
た
い
。
複
雑

な
時
代
こ
そ
「
努
力
と
感
謝
」「
倫
理
」
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
を
忘
れ
、
失
わ
な
い
よ

う
に
…
。

�

　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
青
春
の
夢
に
忠
実
で
あ
れ
」

�

　
　
（
シ
ラ
ー　

ド
イ
ツ
の
詩
人
）

一

筆

4
月
の
会
と
催
し

▽
3
日
＝
清
水
大
洲
市
長
葬
儀
参
列

▽
11
日
＝
愛
媛
県
自
治
会
館
共
同
管
理
組

合
打
合
会
、愛
・
野
球
博
実
行
委
員
会
の

設
立
総
会
及
び
第
1
回
実
行
員
会
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調
整
会
議

▽
12
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会

議
及
び
事
務
局
長
研
修
会（
13
日
ま
で
）

▽
16
日
＝
サ
イ
ク
リ
ン
グ
情
報
発
信
・
誘

客
促
進
事
業
委
託
業
務
に
係
る
企
画
提

案
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）

▽
17
日
＝（
一
財
）市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
連
合
会
職
員
研
究

会
、
平
成
30
年
度
全
国
町
村
議
会
議
長

会
都
道
府
県
職
員
研
究
会（
18
日
ま
で
）、

「
第
35
回
ふ
る
さ
と
振
興
賞
」
顕
彰
式

▽
18
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
事
務
・

事
業
説
明
会

▽
19
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
平
成
30
年
度
全
国
簡
易
水
道
協

議
会
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

▽
21
日
＝
内
閣
総
理
大
臣
主
催
「
桜
を
見

る
会
」

▽
23
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
長
・
事
務
局

長
会
議

▽
24
日
＝
平
成
30
年
度
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
等
事
務
説
明
会
（
25
日
ま

で
）、
自
治
労
連
か
ら
の
要
望
、
自
治
会

館
管
理
組
合
打
合
せ

▽
25
日
＝
愛
媛
県
新
幹
線
導
入
促
進
期
成

同
盟
会
平
成
30
年
度
総
会

▽
26
日
＝
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
第
58

回
定
期
大
会
、
西
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
（
中

国
・
四
国
・
九
州
地
区
）
町
村
会
会
長
・

事
務
局
長
に
よ
る
懇
談
会

編
集
後
記

　

4
月
か
ら
、
こ
の
会
報
の
編
集
に
携
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
各
町
の
担
当
の
皆
さ
ま
に

は
、
な
に
か
と
無
理
な
お
願
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇

　

近
ご
ろ
、
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
デ
ジ
タ
ル

情
報
に
接
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
人
に
よ
っ
て
は
紙
ベ
ー
ス

の
方
が
見
易
く
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

事
実
、
ア
ナ
ロ
グ
人
間
の
私
も
そ
の
一

人
で
、
画
面
で
は
脳
み
そ
が
受
け
つ
け
て

く
れ
な
い
の
で
す
、
情
け
な
い
こ
と
に
。

　

こ
う
し
た
人
も
現
に
い
る
わ
け
で
、
皆

様
に
親
し
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ

く
り
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。◇

　

次
回
か
ら
巻
頭
の
写
真
の
テ
ー
マ
は
、

「
各
町
の
イ
ベ
ン
ト
」
で
す
。
各
地
に
ど
ん

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
楽

し
み
で
す
。

▽
27
日
＝（
一
財
）全
国
自
治
協
会
第
53
回

海
外
地
方
行
政
調
査
説
明
会
、
合
区
の

早
期
解
消
促
進
大
会
、
全
国
町
村
会
政

務
調
査
会
各
委
員
会
・
全
体
会
議
、
全

国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
町
村
会

長
会
、
全
国
町
村
会
と
全
国
町
村
議
会

議
長
会
と
の
意
見
交
換
会
～
懇
談
会
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会
演
講
○
○

事故例
〈事故の概要〉
男子小学生（11歳）が夜間、帰宅途中に自転車で走行中、歩道と車道の区別のない道路
において歩行中の女性（62歳）と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折等の傷害を負い、意識が
戻らない状態となった。
（神戸地方裁判所、平成25（2013）年7月4日判決）　出典：日本損害保険協会公式ホームページ

賠償額
概　算9,521万円

本年度は、約15％（注）の割引となります。　（注）団体割引30％、過去の損害率による割増35％、大口割引10％を乗算しています。
事務運営費は本制度の運営に必要な費用（様式のとりまとめ、掛金の集金等）に充当しています。

。すましい払支おを金険保らか方両の険保合総害傷トッセ約特償補みの険危害傷通交と険保合総害傷、合場の」故事通交「、でのなンラプたれさトッセが険保合総害傷トッセ約特償補みの険危害傷通交と険保合総害傷※

保険金額と掛金（保険料＋事務運営費）

補 償 開 始 日 本　人 夫婦型
掛　　　　　金

新規・中途加入者の掛金（保険料＋事務運営費）

7月1日
8月1日
9月1日
10月1日
11月1日
12月1日

22,000円（保険料20,000円）
20,200円（保険料18,330円）
18,400円（保険料16,680円）
16,500円（保険料15,010円）
14,700円（保険料13,320円）
12,900円（保険料11,680円）

35,000円（保険料33,000円）
32,100円（保険料30,240円）
29,200円（保険料27,510円）
26,300円（保険料24,760円）
23,400円（保険料22,000円）
20,500円（保険料19,260円）

補 償 開 始 日 本　人 夫婦型
掛　　　　　金

1月1日
2月1日
3月1日
4月1日
5月1日
6月1日

11,000円（保険料10,000円）
　9,200円（保険料　8,330円）
　7,400円（保険料　6,680円）
　5,500円（保険料　5,010円）
　3,700円（保険料　3,320円）
　1,900円（保険料　1,680円）

17,500円（保険料16,510円）
14,600円（保険料13,750円）
11,700円（保険料11,000円）
　8,800円（保険料　8,270円）
　5,900円（保険料　5,490円）
　3,000円（保険料　2,770円）

人
個

任
責
償
賠

自転車で他人に
ぶつかり
ケガをさせた

飼い犬が他人に噛みついて
ケガをさせた

同居のこども・孫が
他人のものを破損した

買い物中に誤って
商品をこわした

補償の対象となる場合（例えば次のような事故によりケガをした場合、補償の対象となります。）

全国町村議会議員互助会（保険契約者） 〒102-0082　東京都千代田区一番町25　全国町村議員会館　電話 03-3264-8172

SJNK17-20062  2018年2月26日作成

●本保険制度は、損害保険ジャパン日本興亜株式会社を幹事保険会社とする損害保険会社4社の共同引受であり、幹事保険会社が他の保険会社の代理・代行を行います。引受
保険会社は、各々の引受割合に応じて連帯することなく単独別個に保険契約上の責任を負います。引受保険会社と引受割合については、取扱代理店までお問い合わせください。

●ご契約者以外に対象となる方（被保険者）がいらっしゃる場合には、その方にもパンフレットに記載した内容をお伝えください。
この広告は概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン日本興亜営業店までお問い合わせください。
◎取扱代理店　株式会社まちむら　〒102-0082　東京都千代田区一番町25番地　全国町村議員会館　電話 03-3264-6830（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）
◎幹事引受保険会社　損害保険ジャパン日本興亜株式会社　団体・公務開発部第三課　〒160-8338　東京都新宿区西新宿1-26-1　電話 03-3349-5408（受付時間：平日の午前9時から午後5時まで）

制 度 の 特 長

◎ご加入のお申込みは◎
町村議会事務局まで

●町村議会議員の皆さまがご加入いただ
ける制度です。
●議会議員を退職後も、継続してご加入
いただけます。（掛金のお支払いは口座
振替となります。）
●公務中のケガから日常生活のケガま
で、国内・国外を問わず24時間補償
します。
●地震によるケガも補償します。
●加入の際、医師の診査などは不要で、
年齢に関係なくご加入いただけます。

全国町村議会議員 団体補償制度
●保険期間　毎年7月1日午後4時から1年間（随時加入できます。）
●加入資格　全国の町村議会議員等、議会事務局職員、系統町村議会議長会職員

（傷害総合保険）

（注）本人型と夫婦型は、重複して加入できません。 （保険期間 2018年7月1日から1年間 職種級別Ａ級）年払の場合
天災危険補償特約、後遺障害等級限定補償特約（第1級～第3級）、手術保険金倍率変更特約および重大手術保険金倍率変更特約セット

補償内容

個人が日常の生活で、他人の身体、財物を
害し、法律上の賠償責任を負担した場合
（除く自動車事故、猟銃事故など）

交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ
交通事故
交通事故以外のケガ

加入タイプ
ケガの補償の対象者

年払保険料
事務運営費

掛金（保険料＋事務運営費）

死亡
後遺障害

入院

手術

通院

ケガ

個人
賠償
責任

ケガの保険

保険金額 保険金額

加入者（議員・退職議員）本人

本人型
加入者（議員・
退職議員）本人

夫婦型
配偶者

1,620万円
820万円

日額8,000円
日額4,000円

日額3,000円
日額2,000円

1,620万円
820万円

日額8,000円
日額4,000円

日額3,000円
日額2,000円

最高 2億円
（自己負担額 なし）

最高 2億円
（自己負担額 なし）

20,000円 33,000円

1,135万円
500万円

日額8,000円
日額4,000円

日額2,500円
日額1,500円

2,000円 2,000円
22,000円 35,000円

＜重 大 手 術 の 場 合＞ 入院保険金日額の40倍
＜重大手術以外の場合＞
  入院中の手術：入院保険金日額の20倍
  外来の手術：入院保険金日額の 5倍

＜重 大 手 術 の 場 合＞ 入院保険金日額の40倍
＜重大手術以外の場合＞
  入院中の手術：入院保険金日額の20倍
  外来の手術：入院保険金日額の 5倍

ガ
　
ケ

演説中・公務中の事故 車での移動中の事故 飛行機搭乗中の事故 スポーツ中の事故

夫婦型の
ご加入を
おすすめ
します。

加入者（議員）
ご本人
および
配偶者

（　　　　）夫婦型に
ご加入の場合
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～愛顔あふれるイノベーション！政策コンテスト～

大会開催の
お知らせ

2018年 ８月３０日（木） 開催 （予定）

於 ； ひめぎんホール （愛媛県松山市道後町2-5-1）

お問い合わせ 愛媛県総務部市町振興課 TEL：089−912−2216 ＦＡＸ：089-912-2209

愛媛県では、全国の市区町村の創意工夫あふれる取組を発表、表彰する
「行革甲子園2018」を開催します。

多くのノウハウを共有し、自らの取組に活用していただくことを目的としてお
ります。全国の市区町村の職員及び市区町村議会議員など、自治体関係者
の方々のご参加をお待ちしております。

【当日の内容】 （12：30～17：00）

①全国の自治体による行政改革に係る事例発表
全国の市区町村から応募があった取組事例のうち、書類審査を

通過した８団体程度の事例発表を行います。

②特別企画 「台湾・台北市」による先進事例発表
③審査、表彰式 ※大会終了後、大会参加者による交流会を開催予定

【これまでに開催した「行革甲子園」について】
愛媛県では、平成24年度と26年度に、県内の市町と連携し、「行革甲子園」を開催

しました。28年度には、取組を拡大し、全国の市区町村を対象に、全国版「行革甲子園
2016」を開催したところ、全47都道府県110市町村から104事例に及ぶ行革事例の応募
をいただきました。

応募事例はすべて愛媛県のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載し、ｱｲﾃﾞｱやﾉｳﾊｳの共有を図っており、
これまでに、多数の事例が県内全20市町で検討・導入される等、優良事例の波及効果
が認められています。

行革甲子園 検索

【大会参加の申し込み】
・７月中～下旬に、『参加者募集』のお知らせをする予定です。
※詳細は、県公式HPへ掲載予定です。（下記により検索し、ご確認ください。）

・参加無料となっておりますので、ぜひ、ご来場ください。


